
炎
の
試
練
一
反
植
民
地
主
義
思
想
の
往
還

K
.
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
と
柳
宗
悦
と
の
<
あ
い
だ
>
を
繋
ぐ
も
の

A

ア
ナ
ン
ダ
・
 
K
 
・
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
(
易
司
一
異
)
(
図
1
)
は
イ
ン
ド
美
術
史
研
九
九
の
基
礎
を
築
い
た
学
究
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ヴ
エ
ー
ダ
を
は
じ
め
と
し
て
イ
ン
ド
古
典
に
も
深
い
造
詣
を
も
ち
、
晩
年
に
は
「
永
遠
の
哲
学
」
で
豆
o
m
§
一
ゆ
で
曾
曾
ヨ
N
一
ゆ
に
接

近
し
た
(
葛
西
一
九
八
四
)
。
そ
の
軌
跡
は
、
中
世
主
義
や
工
藝
へ
の
関
心
に
お
い
て
、
日
本
の
柳
宗
悦
(
一
羅
1
雪
)
と
好
対
照
を

な
す
。
プ
レ
イ
ク
や
ホ
イ
ツ
ト
マ
ン
へ
の
姦
も
両
者
に
共
通
す
る
。
だ
が
両
者
を
比
較
し
た
研
究
は
な
お
限
ら
れ
る
(
久
慈
一
δ

0
五
金
谷
二
0
0
五
)
。
両
者
を
隔
て
る
<
あ
い
だ
>
と
は
何
か
。
そ
し
て
そ
れ
を
埋

め
る
鍵
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
反
植
民

b
6
 
伽
地
主
義
の
高
ま
り
と
い
う
時
代
背
景
の
な
か
で
の
、
大
英
帝
国
治
下
の
イ
ン
ド
と
、
大

日
本
帝
国
に
併
合
さ
れ
た
朝
鮮
と
。
そ
の
対
比
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ふ
た
り
の
<
あ

m

L

y
n

町
M
 
い
だ
>
を
司
る
媒
介
項
を
思
想
と
工
藝
の
具
体
相
に
探
り
、
「
用
と
美
」
「
東
と
西
」
と

卵
北
の
<
あ
い
だ
>
に
燃
え
る
「
炎
」
を
め
ぐ
る
思
索
の
跡
を
追
跡
し
た
い
。
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一
九
二
九
年
、
最
期
と
な
る
来
日
を
果
た
し
た
詩
人
ラ
ビ
ン
ト
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
は
、
岡
倉
覚
三
の
回
想
を
漏
ら
し
て
い
る

(
↓
貫
R
巴
§
一
努
§
)
。
一
九
0
二
年
に
べ
ン
ガ
ル
に
滞
在
し
た
覚
三
は
、
農
民
が
使
う
安
価
な
素
焼
き
の
ラ
ン
プ
壺
を
買
っ
て

は
、
恍
惚
と
し
て
そ
れ
を
愛
で
た
の
だ
と
い
う
。
イ
ン
ド
人
た
ち
が
そ
こ
に
美
の
本
能
な
ど
感
じ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
に
、

と
。
日
本
の
茶
匠
は
外
国
で
は
無
名
の
器
を
、
そ
の
元
来
の
文
脈
か
ら
外
す
こ
と
で
茶
器
と
し
て
美
的
に
利
用
す
る
。
岡
倉
は
そ
の

伝
統
を
、
陶
磁
が
高
く
評
価
は
さ
れ
な
い
イ
ン
ド
で
演
じ
て
み
せ
た
。
高
級
藝
術
と
低
級
藝
術
と
の
区
別
も
、
欧
米
の
価
値
観
だ
、

と
覚
三
は
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
覚
三
が
イ
ン
ド
で
原
稿
を
脱
稿
し
た
英
文
著
作
『
東
洋
の
理
想
』
(
0
軍
§
言
W
)
は
、
本
稿
の

中
心
人
物
と
な
る
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
ア
ナ
ン
ダ
・
 
K
 
・
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
(
以
下
A
K
C
)
に
も
感
化
を
及
ぽ
す
。
ス
ワ
デ
シ
運

動
の
高
揚
期
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
「
国
産
商
品
購
買
運
動
」
に
も
関
与
し
た
若
き
日
の
A
K
C
は
、
覚
三
の
著
作
か
ら
の
引
用
も
見
え

る
国
民
主
義
的
な
論
文
「
イ
ン
ド
美
術
の
目
的
」
(
曳
含
器
)
で
こ
う
述
べ
る
。
イ
ン
ド
の
あ
ら
ゆ
る
藝
術
の
流
派
に
は
一
本
の

黄
金
の
糸
の
よ
う
に
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
理
想
主
義
が
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
統
一
原
理
も
理
想
主
義
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
イ
ン
ド
の
思
想
の
総
合
は
「
一
」
で
あ
っ
て
多
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
と
。
「
理
想
主
義
」
区
旦
一
m
ヨ
が
覚
三
の
「
理
相
ど

一
月
巴
m
と
粋
き
合
っ
な
ら
、
「
一
」
は
豊
ぐ
曾
岳
と
呼
ぱ
れ
る
。

こ
の
「
不
二
」
の
思
想
は
覚
三
の
『
東
洋
の
理
想
』
に
も
見
え
る
術
語
で
、
直
接
に
は
べ
ル
ー
ル
で
面
会
し
た
ヴ
ィ
ベ
カ
ー
ナ
ン

ダ
の
思
想
を
取
り
入
れ
た
も
の
、
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
覚
三
に
と
っ
て
イ
ン
ド
滞
在
以
前
か
ら
親
し
い
思
想
だ
っ
た
。
と
い

う
の
も
彼
は
室
生
寺
の
百
蒼
西
僧
侶
で
「
不
二
真
教
」
を
唱
え
た
丸
山
貫
長
に
帰
依
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。
「
日
本
美
術
の
歴
史
は
ア

ジ
ア
の
も
ろ
も
ろ
の
理
想
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
日
本
の
岸
辺
に
は
そ
れ
ら
の
理
想
が
次
々
と
打
ち
寄
せ
、
日
本
国
民
の
意
識
に
は
そ

の
波
紋
が
渚
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
(
0
胃
N
臂
仁
唇
一
ぎ
ω
＼
§
↓
一
一
W
)
0
 
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
、
こ
の
覚
三
の
信
念

「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
と
ア
ド
ヴ
ァ
イ
タ

は
、
'
洋
の
理
熱
、
に
;
文
を
寄
せ
た
、
ン
ス
タ
ー
・
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
に
ょ
っ
て
「
,
だ
が
 
U
し
た
生
 
1
を
小
喰
す
る
、
さ

れ
た
生
き
た
有
機
体
、
と
も
形
容
さ
れ
た
(
さ
余
＼
N
0
ヨ
一
色
0
 
そ
し
て
一
九
三
0
年
代
末
を
迎
え
る
と
、
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
覚
三
と
は
別
人
格
の
「
岡
倉
天
心
」
像
に
結
び
付
け
ら
れ
、
英
文
著
作
の
日
本
語
訳
に
ょ
り
、
大
東
亜
共
栄
圏
思
想

「
八
紘
一
宇
」
の
理
念
へ
の
先
駆
け
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
(
芽
旦
零
易
)
。
そ
れ
は
日
本
敗
戦
後
に
な
る
と
「
天
心
」
の
「
超
国
家

思
相
ど
を
危
険
視
す
る
、
思
想
史
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
根
拠
と
な
っ
て
継
承
さ
れ
て
ゅ
く
(
一
ヨ
鴨
竪
N
)
。
付
言
す
れ
ぱ

区
§
里
一
0
昆
一
一
m
ヨ
は
G
H
Q
に
ょ
る
、
日
本
敗
戦
後
の
後
付
け
の
思
想
規
定
概
念
で
あ
る
。

A
K
C
に
と
っ
て
も
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
は
根
本
を
為
す
思
想
だ
っ
た
。
「
セ
イ
ロ
ン
改
革
運
動
」
に
関
与
し
て
い
た
当
時
、

A
K
C
は
イ
ギ
リ
ス
で
『
中
世
シ
ン
ハ
ラ
美
術
』
(
一
器
)
を
刊
行
す
る
。
こ
こ
に
も
岡
倉
の
著
作
か
ら
の
引
用
が
散
見
す
る
が
、
同

書
で
彼
は
こ
う
盲
吾
口
す
る
。
「
シ
ン
ハ
ラ
の
生
活
、
宗
教
な
い
し
藝
術
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
し
て
十
分
に
理

、ノ

解
で
き
る
部
八
刀
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
シ
ン
ハ
ラ
は
イ
ン
ド
で
あ
り
(
中
略
)
セ
イ
ロ
ン
な
き
イ
ン
ド
は
不
{
元
全
で
あ
る
。
と
い

、
つ
の
も
セ
イ
ロ
ン
と
い
う
窓
を
通
じ
て
眺
め
や
る
と
、
イ
ン
ド
は
よ
り
完
壁
な
の
だ
か
ら
」
(
一
器
＼
N
昌
易
)
、
と
。
カ
ー
ゾ
ン
提

督
が
導
入
し
よ
う
と
し
た
悪
名
高
い
「
べ
ン
ガ
ル
分
割
令
」
が
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
の
現
地
で
は
、
南
ア
ジ
ア
の
「
統
合
性
」

ヨ
語
二
q
を
鼓
舞
す
る
潮
流
を
生
み
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
「
汎
イ
ン
ド
主
義
」
は
岡
倉
の
「
汎
ア
ジ
ア
主
義
」
と
共
斗
し

つ
っ
も
括
抗
す
る
0
 
第
一
次
世
界
大
戦
の
最
中
、
イ
ン
ド
の
大
英
帝
国
へ
の
支
援
関
与
に
ょ
る
参
戦
に
対
し
て
執
勸
に
反
対
し
た
A

K
C
は
、
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
没
後
四
百
周
年
零
行
事
に
寄
せ
た
文
章
に
、
こ
う
綴
る
。
欧
升
が
戦
火
に
包
ま
れ
た
な
か
、
「
ア
ジ

ア
の
思
想
は
こ
こ
で
ふ
た
た
び
、
す
べ
て
の
生
命
の
統
一
仁
ヨ
q
と
相
互
依
存
ヨ
一
円
§
ゆ
且
§
ゆ
と
を
肯
定
す
る
。
力
割

島
S
旨
に
基
礎
を
置
く
よ
う
な
社
会
で
は
<
生
命
の
果
実
>
■
『
鼻
又
ミ
ゆ
か
{
谷
易
に
は
手
に
は
い
ら
な
い
こ
と
を
欧
升
が
悟
り

始
め
た
、
こ
の
時
に
」
と
(
ン
再
一
罵
＼
一
中
ゞ
易
辰
)
。

一
三
円
邑
含
月
暑
ゆ
と
あ
る
が
、
当
時
「
独
立
」
冒
§
含
牙
暑
ゆ
は
政
治
的
な
文
脈
で
は
、
大
英
帝
国
に
ょ
る
統
治
を
否
定
す
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る
体
制
転
覆
を
意
味
し
、
禁
忌
に
等
し
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
統
一
と
相
互
依
存
を
旗
印
と
す
る
こ
の
官
言
は
、
同
時
に
美
術
を
め
ぐ

る
言
説
に
あ
っ
て
は
、
欧
州
側
の
イ
ン
点
識
へ
の
反
駁
を
含
ん
で
も
い
た
。
と
か
く
欧
州
側
は
イ
ン
ド
美
術
を
ギ
リ
シ
ア
美
術
に

よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
女
々
し
く
、
さ
し
て
重
要
で
も
な
い
藝
術
乍
品
」
に
欧
州
の
注
目
が
集
ま

つ
た
が
た
め
に
、
そ
こ
へ
の
ギ
リ
シ
ア
の
影
粋
が
「
無
用
に
も
目
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
」
。
「
な
ん
ら
か
の
偏
見
ゆ
え
に
、
欧
州
の
探

究
者
た
ち
は
、
ギ
リ
シ
ア
古
典
が
あ
ら
ゆ
る
藝
術
の
源
泉
で
あ
り
、
西
洋
の
み
な
ら
ず
東
洋
に
お
い
て
も
古
典
美
術
が
、
K
遠
に
重
要

だ
、
な
ど
と
い
う
老
え
へ
と
靡
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
、
と
(
宅
暴
＼
N
§
踊
)
。
こ
の
一
節
は
、
覚
三
の
著
乍
に
序
文
を
寄
せ
て

い
た
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
が
、
本
書
『
中
世
シ
ン
ハ
ラ
藝
術
』
へ
の
書
評
に
、
原
著
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
箇
所
で
も
あ
る
(
一
§

心
誘
乞
く
0
-
.
W
一
認
)
0

さ
ら
に
こ
の
A
K
C
の
発
言
に
触
発
さ
れ
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
美
術
学
校
の
校
長
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ビ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
.
ハ
ヴ
エ
ル
は
、

ギ
リ
シ
ア
の
影
響
を
排
除
し
た
「
本
質
的
イ
ン
ド
性
」
な
る
観
念
を
発
案
し
『
イ
ン
ド
美
術
の
理
翌
(
邑
一
'
晶
)
な
ど
の
著
乍
で

喧
伝
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
A
K
C
は
『
シ
ヴ
ァ
神
の
踊
り
』
(
一
心
易
＼
一
§
に
収
め
た
「
始
原
の
仏
教
能
」
と
題
す
る
文
章
で
も
、

持
論
を
堅
持
す
る
。
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
は
仏
教
藝
術
の
始
原
又
亘
牙
ゆ
に
し
て
士
着
な
要
素
と
は
見
做
せ
な
い
0
 
ガ
ン
ダ
ー
ラ

の
仏
や
菩
薩
の
ツ
ン
と
取
り
澄
ま
し
た
顔
立
ち
や
、
物
憂
く
女
々
し
い
柔
和
な
動
作
が
、
ど
れ
ほ
ど
仏
教
思
想
の
雄
々
し
さ
や
、

1

依
の
激
情
と
無
縁
で
あ
る
か
も
、
わ
さ
わ
ざ
言
い
立
て
る
ま
で
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
」
と
合
m
一
経
)
0

覚
三
が
逝
去
し
た
一
九
一
三
年
の
翌
年
、
そ
れ
よ
り
二
年
前
に
世
を
去
っ
て
い
た
ニ
ヴ
エ
デ
ィ
タ
の
遺
著
ヒ
ン
ド
ゥ
と
厶
教
徒

の
神
話
』
(
図
2
)
が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
仕
ハ
著
者
で
も
あ
っ
た
A
K
C
は
序
文
で
こ
、
つ
述
べ
る
。
「
ニ
ヴ
エ
デ
ィ
タ
の
本
Ⅱ
は
、
あ

ら
た
な
片
N
n
ゆ
を
な
す
イ
ン
ド
の
学
徒
に
と
つ
て
の
感
と
な
る
か
れ
ら
は
も
は
や
英
国
化
N
=
如
=
n
-
m
n
 
さ
れ
る
こ
と
に
不
安
な

二
日
本
に
お
け
る
A
K
C
受
容

.
、
、

ど
か
ず
、
あ
ら
る
ー
,
の
、
歩
{
、

ー
ナ
と
ー

y

国
民
と
し
て
の
理
想
の
、
つ
ぇ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
す
で
に
{
示
教
や
.
術
に
お

い
て
鮮
明
こ
表
現
さ
れ
た
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
確
信
を
抱

い
て
い
る
」
と
(
子
巴
§
伽
曳
n
一
中
岑
ミ
)
。
実
際
本
書
に
は
、
神
話
叙

事
詩
へ
の
原
色
挿
絵
の
複
製
挿
絵
が
多
数
含
ま
れ
る
。
ア
バ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ー

ト
・
タ
ゴ
ー
ル
[
べ
ン
ガ
ル
音
で
は
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ク
ル
]
(
図

3
)
、
ナ
ン
ダ
ラ
ル
・
ポ
ー
ス
[
ノ
ン
ド
ラ
ル
・
ボ
シ
ユ
]
ら
、
新
世
代
の

画
家
た
ち
の
手
に
な
る
水
彩
の
ワ
ツ
シ
ユ
技
法
に
ょ
る
作
品
で
あ
り
、
「
べ

ン
ガ
ル
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
文
化
運
動
の
記
念
碑
を
な
す
。
「
文
盲
だ
が
賢
い

農
民
や
女
性
た
ち
は
、
(
物
栗
浮
彫
と
な
っ
て
飾
ら
れ
た
)
寺
院
を
訪
れ
て
、

朗
唱
や
朗
読
を
聞
き
、
あ
る
い
は
民
誥
や
聖
史
劇
な
ど
か
ら
、
プ
ラ
ー
ナ
ス

に
つ
い
て
の
知
識
を
獲
得
し
て
い
る
」
?
色
。
そ
の
神
話
の
知
識
が
、
「
宗

教
や
藝
術
」
と
も
ど
も
こ
こ
に
集
成
さ
れ
、
ニ
ヴ
エ
デ
ィ
タ
晩
年
の
遺
志
そ

し
て
夢
を
成
就
す
る
出
版
物
と
な
っ
た
(
一
悉
鴎
§
心
)
。

一
九
一
三
年
に
は
、
そ
の
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
の
大
著
『
イ
ン
ド
と
セ
イ

ロ
ン
の
美
術
お
よ
び
工
菰
亘
が
『
印
度
美
術
史
』
と
し
て
、
蘇
武
緑
郎
と
岩

崎
真
澄
の
名
で
日
本
語
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
序
文
で
A
K
C
は
こ
う
述
べ

る
。
イ
ン
ド
の
藝
術
は
近
代
欧
州
の
如
き
「
藝
術
の
た
め
の
藝
術
」
で
は
な

く
、
む
し
ろ
欧
州
中
世
と
同
様
「
愛
の
藝
術
」
で
あ
り
、
聖
俗
に
区
別
は
な

炎の試練:反植民地主義思想、の往還
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く
、
ま
た
「
最
大
タ
タ
数
の
最
大
幸
福
」
と
い
っ
た
ジ
エ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
流
の
功

利
主
義
理
念
に
も
毒
さ
れ
ず
、
愚
か
に
も
「
美
の
理
相
ど
を
追
う
こ
と
な
ど
試
み
ず
、

ひ
た
す
ら
明
晰
な
本
能
と
と
も
に
、
生
と
死
の
あ
り
さ
ま
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
、
と
(
ン
秀
一
C
鼻
心
・
卸
)
。
こ
う
し
た
A
K
C
の
信
念
は
、
日
本
語
訳
序
文

で
も
忠
実
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
七
年
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
美
術
史
教
室
創
設
者
、
瀧
精
一
が
『
書
画

骨
董
雑
誌
』
に
「
健
駄
羅
藝
術
の
批
評
に
就
て
」
と
題
す
る
文
章
を
発
表
す
る

饗

(
瀧
一
九
一
七
)
。
こ
こ
で
瀧
は
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
と
ハ
ヴ
エ
ル
に
言
及
し
、
こ
れ

ら
「
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
た
ち
に
ょ
っ
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
へ
の
急
性
に
対
し
て
疑
問
が
付
さ
れ
、
研
究
の
主
軸
が
「
真
正

な
る
イ
ン
ド
美
術
」
へ
と
向
き
を
転
じ
始
め
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
こ
こ
で
、
同
時
代
に
至
る
ま
で
の
推
移
を
、
簡
単
に
確
か
め
て

お
こ
う
。
一
方
で
、
一
九
0
二
年
、
岡
倉
の
イ
ン
ド
滞
在
初
期
の
一
月
三
0
日
に
、
日
本
は
日
英
同
盟
を
締
結
し
て
い
た
。
日
露
戦

争
で
の
日
本
の
戦
勝
に
ょ
り
、
日
本
は
世
界
の
帝
国
主
義
勢
力
の
仲
問
入
り
を
果
た
し
た
、
と
自
負
す
る
に
至
る
。
岡
倉
は
イ
ン
ド

滞
在
中
に
イ
ン
ド
国
民
と
の
連
帯
に
ょ
る
独
立
決
起
を
う
な
が
す
政
治
的
扇
動
文
書
を
草
し
て
い
た
が
、
も
は
や
こ
れ
を
英
語
で
公

刊
で
き
る
よ
う
な
時
代
で
は
な
い
。
一
九
三
二
年
の
岡
倉
の
没
後
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
こ
の
草
稿
は
、
岡
倉
遺
品
の
櫃
底
に
眠

る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
ひ
と
た
び
は
忘
れ
ら
れ
た
草
稿
が
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
し
て
日
の
目
を
み
る
の
は
、
日
中
戦
争

が
激
化
す
る
一
九
三
0
年
代
末
の
こ
と
。
ま
た
第
二
次
大
戦
末
期
に
は
A
K
C
の
主
著
(
曳
含
§
も
、
高
野
山
大
学
の
山
本
智

教
訳
に
ょ
っ
て
、
昭
和
一
九
年
五
月
に
『
印
度
及
び
東
南
亜
細
亜
美
術
史
』
と
し
て
二
0
0
0
部
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る
(
ク
ー

マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
ニ
九
四
四
)
。
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
建
設
下
な
ら
で
は
の
出
版
だ
が
、
高
度
な
学
術
的
達
成
で
あ
る
。

他
方
、
岡
倉
が
創
刊
し
た
美
術
研
究
誌
一
國
華
一
の
集
主
幹
と
し
て
実
権
を
握
る
に
至
っ
た
瀧
精
一
(
図
4
)

は

ブせ

る
"
本

{

ハ
ム
.
と
小

去
の
折
に
、

と
そ

.

.

.
、

一
、

ナ
カ
r

司

J

、
東
洋
の
理
想
、
に
見
ら
れ
る
岡
倉
の
学
識
へ
の
信
恕
性
は
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス
ら
、
英
国
の
子
究
た
ち
に
ょ
っ
て
、
す
で

に
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
(
仂
旦
牙
邑
N
 
艮
・
一
習
)
。
と
り
わ
け
漢
籍
に
依
拠
し
て
か
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
こ
ギ
リ
シ
ア
の
、
で
は
な
く
、
む

し
ろ
中
国
の
影
郷
を
見
よ
う
と
す
る
岡
倉
の
説
は
、
岡
倉
晩
年
に
は
(
岡
倉
自
身
も
自
覚
し
て
い
た
と
お
り
)
、
歴
史
認
識
と
し
て
は
す

で
に
決
定
的
に
時
代
錯
誤
な
謬
見
、
暴
論
と
な
っ
て
い
た
。
瀧
は
そ
う
し
た
英
国
の
権
威
筋
に
ょ
る
岡
倉
批
判
を
、
自
分
の
論
説
に

目
聡
く
引
用
し
、
鋭
意
紹
介
に
こ
れ
努
め
て
い
る
(
濡
一
九
一
七
一
一
昆
鴇
N
⇔
一
N
)
。

官
学
に
お
け
る
美
術
史
研
究
の
権
威
者
の
地
位
を
築
き
つ
つ
ぁ
っ
た
瀧
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
を
見
る
や
、
原
三
渓
に
資

金
援
助
を
頼
み
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
壁
画
模
写
の
調
査
隊
派
遣
を
実
現
す
る
(
一
ヨ
笥
§
中
)
。
瀧
は
、
ベ
ン
ガ
ル
近
代
の
絵
画
ル
ネ
サ

ン
ス
を
、
日
本
美
術
院
同
様
に
無
価
値
な
も
の
と
否
定
的
に
論
評
す
る
一
方
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
フ
レ
ス
コ
技
法
と
ア
ジ
ャ
ン
タ

1
壁
画
と
の
技
法
的
類
似
を
根
拠
に
、
日
本
の
学
術
調
査
が
欧
州
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
と
の
、
国
粋
主
義
的
な
優
位
性
を
主
張
す
る

寵
一
九
一
八
)
。
調
査
地
の
古
代
の
栄
華
を
寿
ぐ
一
方
で
現
代
の
停
滞
と
没
落
を
憂
う
る
尊
大
な
態
度
は
、
当
時
主
流
の
帝
国
主
義

的
言
説
の
日
本
版
に
他
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
瓏
は
『
國
華
』
英
語
版
の
編
集
出
版
に
ょ
り
、
中
国
絵
画
論
の
古
典
の
英
訳
紹
介
に

も
努
め
る
。
世
界
大
戦
終
了
後
の
パ
リ
で
の
国
際
美
術
史
学
会
で
も
洗
は
そ
の
一
班
を
披
露
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
東
洋
学
者
ア
ー
サ

ウ
エ
イ
リ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
い
わ
ぱ
岡
倉
の
後
を
襲
っ
た
A
K
C
も
、
こ
れ
ら
瀧
が
紹
介
に
努
め
た
漢
籍

ー
.

英
訳
の
東
洋
画
論
か
ら
禅
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
(
女
δ
一
§
易
9
 
易
出
一
藤
原
二
0
一
八
一
範
二
0
一
八
)
。

三
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
の
植
民
地
状
況
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」

ニ
ニ

A
K
C
は
本
稿
で
扱
う
日
本
側
関
係
者
と
、
い
か
な
る
交
流
が
あ
っ
た
の
か
。
現
在
の
『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
は
、
覚
三
が
ロ
ン

ド
ン
で
A
K
C
へ
の
面
会
を
希
望
し
た
一
九
三
年
一
月
二
五
日
付
の
書
簡
一
通
が
採
録
さ
れ
て
い
る
(
岡
倉
各
一
.
讐
0
]
念
)
。
両
者
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は
実
際
に
面
談
を
果
た
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
か
っ
・
そ
の
後
A
K
C
は
一
九
二
0

年
に
東
京
で
講
演
を
な
し
た
折
、
重
要
な
日
本
の
審
美
家
に
会
っ
て
い
る
。
将
来
、

民
藝
の
創
始
者
と
な
る
、
柳
宗
悦
で
あ
る
(
柳
一
九
八
九
ぎ
一
.
N
-
,
一
一
N
器
一
零
宣
(
図

5
)
。
両
者
は
親
密
に
会
話
を
交
わ
す
余
裕
は
も
た
ず
、
そ
の
先
も
、
と
り
わ
け
交

友
が
深
ま
っ
た
痕
跡
は
な
い
。
と
は
い
ぇ
、
と
も
に
若
き
日
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ

ス
の
ア
ー
ツ
&
ク
ラ
フ
ト
運
動
か
ら
も
感
化
を
受
け
て
い
た
両
者
は
、
英
国
モ
デ
ル

の
中
世
主
義
や
ゴ
シ
ッ
ク
復
興
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
圏
で
独
自
に
彫
琢
す
る
う
え
で
、

看
過
で
き
な
い
並
行
性
を
示
す
。
両
者
に
お
け
る
「
民
藝
」
理
念
の
比
較
は
先
行
研

究
に
委
ね
た
い
(
金
谷
二
0
0
五
一
一
き
・
一
密
)
。
こ
こ
か
ら
本
稿
は
よ
う
や
く
イ
ン
ド
と
極
東
の
<
あ
い
だ
>
の
探
索
と
い
う
主
題
へ

と
接
近
す
る
。

A
K
C
の
『
中
世
シ
ン
ハ
ラ
美
術
・
工
萩
亘
は
、
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
の
出
版
で
あ
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
.
モ
リ
ス
の
影
が

、ノ

濃
厚
に
窺
え
る
。
そ
こ
に
は
A
K
C
の
最
初
の
英
国
人
の
妻
、
エ
ー
テ
ル
の
影
粋
も
顕
著
だ
っ
た
。
 
A
K
C
の
イ
ン
ド
エ
藝
史
研
究

は
英
国
統
治
下
で
遂
行
さ
れ
た
が
、
同
様
に
柳
宗
悦
の
「
民
慈
一
」
の
発
見
も
、
宗
悦
の
朝
鮮
経
験
を
抜
き
に
は
語
れ
ま
い
。
日
本
は

一
九
一
 
0
年
に
朝
鮮
を
併
合
し
て
い
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
了
す
る
や
、
ア
ジ
ア
各
地
で
民
族
主
義
が
高
揚
す
る
。
一
九
一

九
年
、
朝
準
は
ヲ
一
・
一
独
立
運
動
」
と
呼
ぱ
れ
る
蜂
起
が
半
島
全
士
を
揺
る
が
す
。
中
国
で
は
五
四
運
動
が
、
日
本
の
一
三

ケ
条
要
求
へ
の
反
発
と
し
て
展
開
す
る
。
そ
の
間
イ
ン
ド
で
は
ア
ム
リ
ッ
ト
サ
ル
の
虐
殺
と
し
て
著
名
な
事
件
が
、
四
月
一
三
日
に

発
生
す
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
発
砲
事
件
の
現
場
だ
け
で
千
五
百
名
以
上
の
死
傷
者
を
数
え
た
。
朝
鮮
で
は
、
日
本
側
に
ょ
る
公
式
記

録
で
も
七
千
五
百
名
を
超
え
る
死
者
が
確
認
さ
れ
る
そ
し
て
ア
ジ
ア
各
地
で
突
発
し
た
反
植
民
地
暴
動
は
、
決
し
て
偶
然
で
も
互

、

こ
挺
関
係
で
も
な
い

U
民
へ
 
0
 
"

当
時
日
本
で
は
「
万
 
1
卞
、
と
呼
{
れ
た
ー
.
で
の
の
巾
1
、

ー
し

.
、

一
誘
f
一
揚
一

一
川

{
.
j

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
「
朝
鮮
人
を
想
ふ
」
(
柳
九
二
0
)
で
柳
は
朝
鮮
人
の
憤
慨
は
当
然
で
あ
り
、
「
独
立
の
理
想
」
は
か
れ
ら
の

「
抵
抗
、
「
憎
悪
、
「
分
離
、
の
必
然
の
帰
結
だ
と
述
べ
る
。
さ
ら
こ
柳
は
審
美
家
と
し
て
「
{
示
教
と
藝
術
」
へ
の
「
親
愛
な
る
理
解
」

こ
そ
が
「
他
国
民
を
も
つ
と
も
深
く
理
解
す
る
た
め
」
に
不
可
欠
と
の
認
識
を
示
す
。
柳
が
朝
鮮
陶
磁
の
「
線
」
の
う
ち
に
「
悲
哀

と
悔
恨
の
印
」
を
見
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
宮
廷
の
前
面
に
位
置
す
る
光
化
門
(
図
6
)
が
総
督
政
府
の
命
で
解
体
さ
れ
る
と

の
決
定
が
下
さ
れ
た
お
り
、
柳
は
門
に
「
汝
」
と
呼
び
か
け
、
あ
た
か
も
死
刑
執
行
に
臨
ん
で
の
弔
い
の
よ
う
な
言
辞
を
残
し
て
い

る
。
汝
の
運
命
は
朝
夕
に
迫
っ
て
い
る
。
だ
が
汝
の
命
を
死
か
ら
救
お
う
と
す
る
者
は
、
反
逆
罪
に
問
わ
れ
る
の
だ
、
と
(
水

尾
二
0
0
四
露
,
一
念
)
。
雑
誌
『
改
造
』
掲
載
の
柳
の
手
記
は
、
日
本
で
は
検
閲
で
伏
字
だ
ら
け
の
悲
惨
な
状
態
で
し
か
刊
行
で
き

な
か
っ
た
(
一
お
鴎
一
途
中
)
。
だ
が
そ
の
ハ
ン
グ
ル
訳
や
英
訳
は
早
く
に
巷
に
流
布
し
て
い
っ

、ノ

た
貫
倉
製
]
C
邑
。

柳
宗
悦
の
主
観
的
な
思
い
入
れ
に
は
、
植
民
者
側
の
尊
大
な
る
優
越
感
が
潜
ん
で
い
る

そ
の
よ
う
な
批
判
や
指
弾
は
、
韓
国
側
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
何
度
も
な
さ
れ
て
き
た

0

(
一
ξ
一
途
中
)
。
そ
れ
は
グ
ー
ハ
・
タ
ク
ル
タ
が
イ
ン
ド
近
代
美
術
を
分
析
す
る
文
脈
で
、
イ

.

ギ
リ
ス
人
だ
っ
た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ビ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ
ヴ
エ
ル
に
つ
い
て
述
べ
た
見
解
と

も
重
な
る
。
「
た
し
か
に
ハ
ヴ
エ
ル
は
イ
ン
ド
現
地
の
美
術
史
を
擁
護
し
再
解
釈
し
た
が
、

そ
れ
は
支
配
者
が
被
支
配
者
に
寄
せ
る
家
父
長
的
温
情
主
義
の
義
務
感
と
な
い
交
ぜ
に
な
っ

真写

て
い
る
。
な
る
ほ
ど
彼
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
大
英
帝
国
の
行
政
府
に
何
度
と
な
く
反
対
し
、

寺

ヒ光
当
西
欧
側
の
イ
ン
ド
美
術
に
関
す
る
学
識
に
も
楯
突
い
た
が
、
対
案
と
し
て
彼
が
な
し
た
関
与

も
ま
た
、
帝
国
体
制
の
枠
組
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
(
曾
冨
,
↓
"
乏
ヨ
一
縄

炎の試練
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易
N
)
。
こ
こ
で
「
大
英
帝
国
」
を
「
大
日
本
帝
国
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
こ
の
ハ
ヴ
エ
ル
批
判
は
、
そ
の
ま
ま
柳
宗
悦
の
置
か
れ
た

制
度
的
・
政
治
的
限
界
に
も
当
て
巖
ま
る
。

と
は
い
ぇ
、
柳
が
「
朝
鮮
人
を
想
ふ
」
の
末
尾
に
書
き
つ
け
た
、
「
日
本
の
同
胞
」
に
向
け
た
警
告
は
、
考
慮
に
値
す
る
。
「
剣
に

て
起
っ
者
は
剣
に
て
亡
び
る
の
だ
」
と
(
水
尾
一
0
0
四
屬
)
。
聖
書
に
由
来
す
る
語
句
だ
が
、
こ
れ
と
同
じ
警
告
を
A
K
C
も
発

し
て
い
る
。
 
A
K
C
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
高
位
力
ー
ス
ト
の
父
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
母
を
も
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
成
長
し
た
。
「
若
き
イ
ン

ド
」
と
題
す
る
文
章
は
、
事
実
上
の
亡
命
釜
に
あ
っ
た
北
米
で
、
第
一
次
大
戦
末
期
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
こ
う

あ
る
。
「
ア
ジ
ア
の
荒
廃
が
究
極
的
に
は
欧
州
の
社
会
的
理
想
主
義
の
安
寧
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
、
と
い
う
深
刻
な
危
険
」
は
無

視
で
き
ま
い
。
「
欧
州
起
源
の
帝
国
主
義
の
工
業
主
義
が
東
洋
に
お
い
て
確
立
さ
れ
、
つ
い
に
は
そ
れ
に
ょ
っ
て
欧
州
の
脱
,
工
業

化
主
義
者
が
敗
北
を
喫
す
る
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
お
か
し
な
天
罰
昂
ヨ
ゆ
器
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
(
易
一
誤
)
。
帝

国
日
本
は
、
そ
の
植
民
地
支
配
に
お
い
て
、
大
英
帝
国
の
イ
ン
ド
支
配
に
範
を
仰
ぐ
擬
態
を
不
器
用
に
演
じ
る
こ
と
で
、
植
民
地
行

政
と
軍
事
拡
張
政
策
の
両
輪
で
、
ま
さ
に
A
K
C
の
指
摘
す
る
「
天
罰
」
の
製
造
に
邁
進
し
つ
っ
あ
っ
た
、
と
見
て
、
な
ん
ら
誤
謬

あ
る
ま
い
。

「
勝
利
は
憎
悪
を
育
む
。
な
ぜ
な
ら
征
服
さ
れ
し
民
は
不
幸
な
れ
ば
な
り
」
と
は
A
K
C
が
『
ダ
ー
ン
マ
プ
ダ
』
か
ら
引
用
し
て

み
せ
た
敬
盲
句
だ
っ
た
合
即
一
N
W
)
。
 
0
↓
=
ゆ
一
『
C
=
ず
習
ル
δ
三
m
=
ゆ
ル
昔
ゆ
 
E
習
牙
=
霊
ル
＼
ン
=
ル
ず
ゆ
g
ヨ
売
N
 
q
唇
ヨ
冒
豆
仂
仂
§
区
0
 
も
、

同
じ
文
脈
で
A
K
C
の
口
を
つ
い
て
出
た
詩
句
。
明
記
は
な
い
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
が
出
典
。
「
暴
君
の
頭
蓋
を
砕
い
た
鉄

腕
は
、
つ
い
に
は
暴
君
に
成
り
代
わ
る
」
、
と
い
う
わ
け
だ
が
、
軽
妙
な
脚
韻
が
痛
烈
な
皮
肉
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
。
W
昇
一
一
易

讐
ゆ
一
o
m
一
冒
牙
ゆ
m
N
ヨ
ゆ
m
三
『
三
=
乏
豆
今
牙
ゆ
て
讐
ゆ
冬
0
=
.
0
 
合
野
一
易
)
こ
ち
ら
は
ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
だ
が
、
「
勝
っ
て

兜
の
緒
を
締
め
よ
」
と
い
っ
た
教
訓
と
は
違
う
。
戦
の
勝
者
は
、
自
ら
の
敵
愉
心
を
分
か
ち
持
つ
次
な
る
敵
に
ょ
っ
て
破
ら
れ
る
。

こ
こ
r
は
こ
の
冷
厳
た
る
事
実
が
、
俺
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
、
つ
こ
れ
を
要
す
る
に
「
抑
圧
さ
れ
た
国
民
は
、
必
ず
や
ほ
か
の
い
ず

れ
か
の
民
を
抑
圧
し
、
さ
も
な
く
ぱ
階
級
に
ょ
る
別
階
の
抑
圧
を
抱
、
え
込
む
」
(
口
m
一
一
器
)
0
 
そ
れ
が
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
染
ま

て
い
た
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
の
A
K
C
の
教
訓
だ
っ
た
。
そ
し
て
朝
鮮
人
へ
の
弾
圧
を
前
に
し
て
、
柳
が
日
本
人
同
胞
に
説
く
の
も
、

そ
れ
と
別
の
こ
と
で
は
な
い
。
「
自
ら
の
自
由
を
尊
重
」
す
る
な
ら
、
な
ぜ
「
他
人
の
自
由
を
尊
重
し
」
な
い
の
か
。
「
若
し
も
此
の

自
明
な
人
倫
を
踏
み
つ
け
る
な
ら
、
世
界
は
日
本
の
敵
と
な
る
だ
ら
う
。
そ
う
な
る
な
ら
ぱ
亡
び
る
の
は
朝
鮮
で
は
な
く
、
日
本
の

國
だ
」
と
(
柳
一
九
二
9
水
尾
二
0
0
四
露
)
。
こ
れ
は
A
K
C
が
欧
州
に
対
し
て
述
べ
た
警
告
と
入
れ
子
細
工
の
構
造
を
な
し

て
い
る
。
「
ア
ジ
ア
が
欧
州
に
与
し
な
い
な
ら
ば
、
ア
ジ
ア
は
欧
州
に
敵
対
す
る
こ
と
と
な
り
.
、
そ
こ
で
は
理
想
主
義
の
欧
州
と
物

質
化
し
た
ア
ジ
ア
と
の
あ
い
だ
で
、
恐
る
べ
き
葛
藤
が
生
ず
る
だ
ろ
う
、
経
済
的
の
み
な
ら
ず
軍
事
的
に
も
」
(
初
出
一
号
易
一
の
)
。

軍
国
化
し
た
日
本
は
近
代
化
成
功
の
ツ
ケ
と
し
て
「
物
質
化
し
た
ア
ジ
ア
」
と
い
う
倒
錯
を
具
現
す
る
一
方
、
朝
鮮
半
島
や
「
外

地
」
に
向
け
て
そ
の
抑
圧
を
二
重
に
転
写
す
る
傍
ら
、
帝
国
領
士
の
内
地
で
も
「
階
級
闘
争
」
を
内
攻
さ
せ
、
悪
化
さ
せ
つ
つ
ぁ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
は
、
ひ
と
つ
ぁ
ら
た
な
ア
ジ
ア
像
が
提
起
さ
れ
る
。

実
際
皮
肉
に
も
、
岡
倉
覚
三
の
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
が
社
会
的
現
実
と
し
て
実
感
さ
れ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
直
後

の
一
九
一
九
年
の
こ
と
、
ア
ジ
ア
各
国
で
連
鎖
反
応
の
よ
う
に
、
帝
国
主
義
支
配
に
対
す
る
蜂
起
が
勃
発
し
た
が
ゆ
え
、
で
は
な
か

つ
た
か
。
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
確
立
に
ょ
っ
て
は
じ
め
て
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
の
呼
び
声
は
、
世
界
市
民
的
な
訴
え
と
し
て
、

ア
ジ
ア
の
国
境
を
超
え
た
知
識
人
た
ち
に
ょ
っ
て
共
有
さ
れ
う
る
環
境
が
整
っ
た
。
日
本
は
、
ア
ジ
ア
地
域
内
の
帝
国
主
義
勢
力
と

し
て
、
い
わ
ば
そ
の
狂
言
回
し
を
演
じ
る
役
廻
り
と
な
っ
た
が
、
そ
の
破
局
は
、
黙
示
録
的
に
も
、
二
0
年
後
に
は
現
実
の
も
の
と

な
る
。
そ
し
て
ア
ジ
ア
各
国
の
独
立
達
成
と
と
も
に
(
バ
ン
ド
ン
会
議
の
非
同
盟
連
帯
の
夢
も
も
の
か
は
)
、
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
の
理
想

は
、
冷
戦
構
造
下
、
民
族
分
断
の
娥
烈
な
戦
争
の
裡
に
解
体
す
る
。
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「
イ
ン
ド
は
世
界
で
も
つ
と
も
悲
劇
的
な
光
景
を
呈
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
に
は
中
世
欧
州
に
ょ
く
似
た
、
し
か
し
そ
れ
よ

り
無
限
に
完
壁
な
、
生
き
た
壮
大
な
る
有
機
体
が
存
在
し
、
そ
れ
が
壊
滅
す
る
途
上
に
あ
る
の
だ
か
ら
。
(
中
堕
一
世
代
の
英
国
式

教
育
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
伝
統
の
緋
を
断
ち
切
る
に
は
十
分
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
根
と
い
う
根
を
失
っ
た
、
日
く
言
い
難
い
皮
相

な
存
在
が
創
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
1
一
種
の
知
的
な
不
可
触
選
民
で
、
西
に
も
東
に
も
属
さ
ず
、
過
去
も
未
来
も
な
い
。
イ
ン
ド
に

と
つ
て
の
最
大
の
危
機
と
は
、
そ
の
精
神
的
な
高
邁
さ
冒
ξ
弓
が
も
は
や
本
来
の
統
合
を
失
調
す
る
こ
と
に
あ
る
。
」
日
m
一
]
§

一
九
一
八
年
に
イ
ン
ド
に
つ
い
て
A
K
C
の
語
っ
た
こ
四
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
柳
宗
悦
が
朝
鮮
の
美
術
教
育
の
現
状
を
視
察
し
て

下
し
た
観
察
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
朝
鮮
の
高
等
女
学
校
で
日
本
人
教
師
の
指
導
の
も
と
、
大
作
の
刺
繍
が
織
ら
れ
て
い
る
。
「
朝

鮮
固
有
の
美
」
を
認
め
え
な
い
「
半
西
洋
化
さ
れ
た
趣
味
も
な
く
気
品
も
な
い
愚
か
な
図
案
」
に
柳
は
怒
り
を
隠
さ
な
い
。
「
誤
ま

れ
る
教
育
の
罪
」
、
「
強
い
ら
れ
て
固
有
の
美
を
失
つ
て
」
行
く
朝
鮮
の
喪
失
を
「
淋
し
く
」
思
う
柳
貫
§
四
一
号
『
全
集
』
亘
.
血

零
,
N
中
)
。
「
無
理
や
り
鋳
型
に
巖
め
込
ん
で
も
何
ら
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
は
「
イ
ン
ド
女
性
の
地
位
」
と
題
す
る
文
章
で

ク
ー
マ
ワ
ス
ワ
ー
ミ
が
披
歴
し
た
述
懐
で
あ
る
合
m
一
一
宮
)
。
と
は
い
ぇ
、
こ
の
両
者
を
並
列
す
る
こ
と
で
柳
を
植
民
者
の
立
場
か

ら
救
出
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
実
際
、
土
着
の
復
権
を
願
い
外
来
の
影
智
を
嫌
う
柳
の
見
解
は
、
イ
ン
ド
植
民
地
工
藝
を
司

る
行
政
{
目
だ
っ
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ド
ゥ
ッ
ド
卿
の
見
解
に
極
め
て
近
い
(
金
谷
二
0
0
五
一
一
念
.
弓
橋
本
二
0
 
三
)
。
だ
が
む

、
、
、ノ

し
ろ
こ
の
皮
肉
な
事
態
に
こ
そ
「
民
藝
」
理
念
の
原
点
を
問
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
植
民
地
体
制
下
の
朝
鮮
と
イ
ン
ド
と
の
<
あ
い

だ
>
に
、
手
工
藝
の
分
野
で
い
か
な
る
藝
術
的
な
対
話
が
可
能
だ
っ
た
の
か
。
久
慈
全
0
0
吾
や
金
谷
(
二
0
0
五
の
先
行
研

究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
探
索
を
試
み
る
の
が
、
本
章
の
意
図
と
な
る
。

A
K
C
は
中
世
の
欧
州
と
類
比
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
の
ギ
ル
ド
体
制
を
ー
<
,
.
価
し
、
擁
し
よ
、
つ
と
し
た
0
 
と
か
く
植
民
地

四
「
中
世
主
義
」
と
民
衆
的
工
藝
の
理
想

社
が

ト
ご
と
.
、
ケ
で
は
な
く

、

X
一
じ
ょ
.
て
枇
さ
れ
が
だ
た
力
ー
ス
ト
を
も
、
 
K

ー
」
 
t

ノ
ーる

、
靭
帯
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
人
魂
の
直
観
と
適
性
の
遺
伝
」
と
が
基
礎
付
け
さ
れ
る
と
主
張
す
る
(
易
添
)
0
 
冊
だ
っ
た

筈
の
ジ
ヨ
ー
ジ
.
バ
ー
ド
ゥ
ツ
ド
卿
で
さ
え
『
イ
ン
ド
の
工
業
ゑ
一
術
』
で
「
非
競
争
社
会
こ
お
い
て
普
及
す
る
」
「
ギ
ル
ド
社
会
主

義
」
に
一
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
、
 
A
K
C
は
「
職
工
(
シ
ラ
パ
ン
)
は
競
争
や
賃
金
カ
ッ
ト
か
ら
保
護
さ
れ
て
ぃ
る
」

と
そ
の
利
点
を
強
調
す
る
合
仂
一
墨
。
同
様
の
論
旨
は
柳
宗
悦
が
理
想
視
す
る
中
世
の
職
人
組
織
論
に
も
容
易
に
見
っ
か
る
貪
§
喰

一
中
鵡
一
N
暴
)
。

柳
は
仲
問
と
と
も
に
「
日
本
民
藝
美
術
館
設
立
趣
意
書
」
を
一
九
二
六
年
に
公
表
す
る
。
関
東
大
震
災
を
機
に
京
都
の
上
賀
茂
に

移
住
し
た
柳
は
中
世
の
修
道
院
に
模
範
を
頼
み
「
修
行
、
帰
依
、
協
団
」
を
指
導
理
念
に
し
て
民
藝
協
団
を
設
立
す
る
。
そ
こ
で
柳

は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
工
藝
改
革
運
動
は
「
民
藝
」
と
い
う
理
念
の
把
握
に
失
敗
し
て
い
る
ど
し
て
、
自
分
の
立
場
を
鮮
明

に
し
、
日
常
生
活
の
実
用
に
職
人
た
ち
が
用
い
る
道
具
の
大
切
さ
を
説
く
(
水
尾
二
0
0
四
巨
・
一
拐
)
。
「
資
本
主
義
が
手
工
藝
を
殺

し
た
以
上
、
残
る
唯
一
の
道
は
ギ
ル
ド
制
度
に
あ
る
。
軍
堕
美
し
い
工
藝
は
職
人
た
ち
の
協
働
の
結
実
で
あ
る
」
。
そ
し
て
「
用

と
美
」
と
の
調
和
あ
る
結
び
つ
き
に
こ
そ
、
工
藝
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
『
工
藝
の
道
』
で
柳
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
。
器

の
美
は
そ
れ
を
用
い
る
人
の
役
に
立
っ
こ
と
に
あ
り
、
用
い
る
人
の
愛
情
と
熱
意
の
お
蔭
で
意
味
を
も
つ
こ
の
相
互
の
愛
か
ら
工

藝
の
美
が
生
ま
れ
る
。
職
人
は
、
自
我
や
個
人
意
識
か
ら
自
由
で
あ
る
が
ゆ
え
に
工
藝
の
美
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
名
な
個

人
藝
術
家
よ
り
も
無
名
な
職
人
こ
そ
が
無
意
識
の
う
ち
に
優
位
に
た
つ
。
職
人
の
無
我
こ
そ
が
救
済
へ
の
道
を
示
す
。
そ
し
て
工
藝

は
「
没
我
」
の
専
心
、
他
の
職
人
た
ち
と
の
「
協
力
と
相
愛
」
の
う
ち
に
、
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
。
だ
が
資
本
主
義
は
労
働
を
苦

痛
へ
と
賑
め
た
。
創
造
の
自
由
と
仕
事
へ
の
誠
実
を
回
復
し
よ
う
。
手
仕
事
は
賃
労
働
で
は
な
く
、
再
び
価
値
と
意
義
と
に
満
た
さ

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
:
・
と
。
(
柳
一
九
二
八
一
水
尾
露
・
讐
)
。

以
上
を
前
提
と
し
て
、
 
A
K
C
 
§
.
易
誘
)
と
柳
の
理
論
的
交
錯
の
可
能
性
の
核
へ
と
分
析
を
進
め
た
い
。
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『
工
藝
の
道
』
の
結
論
で
柳
は
親
鸞
を
引
く
(
水
尾
三
0
0
四
§
。
「
善
人
な
お
も
て
往
生
を
遂
ぐ
、
い
わ
ん
や
悪
人
を
や
」

と
は
有
名
な
逆
説
だ
が
、
同
様
の
常
識
転
倒
が
A
K
C
の
二
ー
チ
エ
解
釈
に
も
見
ら
れ
る
(
女
δ
=
鼻
昂
=
卸
・
-
N
一
)
。
「
汝
の
欲
す

る
と
こ
ろ
を
為
せ
」
。
こ
の
二
ー
チ
エ
の
教
条
は
、
 
A
K
C
に
言
わ
せ
れ
ば
、
常
識
的
な
解
釈
と
は
異
な
り
、
お
よ
そ
「
利
己
で
も

利
他
で
も
な
い
」
合
即
長
)
。
「
真
の
そ
し
て
理
想
的
な
利
己
と
は
、
魂
を
監
視
の
下
に
置
き
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
う
す
れ
ぱ
我
ら
の
生
産
能
又
0
ル
氏
牙
含
ゆ
誘
は
美
し
い
完
遂
に
至
り
う
る
」
(
易
旦
。
「
二
ー
チ
エ
や
他
の
神
秘
家
た
ち
が
賞

賛
す
る
利
己
と
い
う
も
の
は
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
行
動
は
賞
賛
に
値
す
る
、
な
ど
と
信
ず
る
輩
の
見
解
に
沿
っ
て
そ
れ
を
解
釈
す
る

な
ら
、
決
し
て
賄
に
落
ち
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
(
易
一
N
0
)
。
も
と
よ
り
親
鸞
の
謂
う
「
善
人
」
と
は
、
自
ら
が
罪
び
と
で
は

な
い
と
確
信
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
ま
さ
に
「
賞
賛
に
値
す
る
」
こ
と
に
な
お
囚
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
親
鸞
の
「
悪
人
」
は
、

自
ら
が
「
賞
賛
に
値
す
る
」
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
故
に
、
す
で
に
「
善
悪
の
彼
岸
」
(
易
一
一
邑
に
あ
る
。
と
す
れ
ぱ
「
理

想
の
利
己
」
と
は
「
い
か
な
る
利
他
主
義
よ
り
も
、
さ
ら
に
寛
大
な
」
合
m
一
晶
9
 
態
度
だ
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
「
み
ず
か
ら
を
甘
や
か
す
よ
う
な
教
義
」
ル
又
ミ
昂
C
{
m
ゆ
=
豆
三
兇
ミ
合
如
一
一
N
一
)
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
ニ
ー
チ
エ

の
「
理
想
の
利
己
」
と
は
「
禁
欲
あ
る
い
は
熱
情
夛
パ
ろ
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
」
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
A
K
C
は
敷

衍
す
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
柳
宗
悦
の
言
う
「
無
名
の
職
人
」
の
境
地
で
は
な
い
か
。
「
天
才
の
活
動
は
規
則
を
遵
守
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
た
と
え
そ
れ
が
他
の
す
べ
て
の
人
々
に
は
邪
悪
と
見
え
よ
う
と
も
、
内
奥
か
ら
の
命
に
生
命
を
捧
げ
る
こ
と
」
豆
忌
)

だ
と
A
K
C
は
続
け
る
。
柳
も
ま
た
工
藝
の
理
想
を
「
美
醜
の
彼
岸
」
に
位
置
づ
け
る
。
「
無
我
」
と
「
無
心
」
の
技
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
日
常
の
雑
器
す
な
わ
ち
「
下
手
物
」
は
善
悪
の
彼
山
序
に
あ
り
、
「
自
然
」
(
じ
ね
ん
・
お
の
づ
か
ら
)
そ
の
も
の
の
表
象
と
な
る
0

唯
か
し
ら
人
の
,
.
志
の
で
は
な
い
、
誰
か
「
他
」
な
る
も
の
の
「
一
志
」
す
な
わ
ち
「
他
力
」
の
共
現
で
あ
る
、
と
(
イ
N
=
"
曹

五
「
善
悪
の
彼
岸
」
一
親
鸞
と
二
ー
チ
エ

れ
た
が
る
、
つ
ナ

、
如
1
:
 
L
N
.
ト
、
、
、
、
、
で
天
.
、

,
の
門
一
を
 
J
 
て
る
大
才
と
j

.
、

、
、

は
け
っ
し
て
到
達
で
き
な
い
0
 
な
ぜ
な
ら
「
人
類
高
の
達
成
に
し
て
目
"
と
は
、
自
.
定
的
な
、
心
の
持
ち
主
に
と
っ
て
は
、
も

つ
と
も
把
握
し
難
い
も
の
、
(
A
K
C
 
「
二
ー
チ
エ
を
世
界
市
民
的
に
見
る
」
一
易
晶
9
 
な
の
だ
か
ら
0
 
そ
う
し
た
自
己
主
張
こ
欠
け
、
自

分
を
甘
や
か
す
こ
と
と
は
無
縁
な
人
格
の
う
ち
に
こ
そ
、
柳
は
か
れ
の
理
想
と
す
る
「
無
名
の
職
人
」
言
雪
0
各
R
鳳
牙
ヨ
習
を

見
出
し
た
。

こ
こ
ま
で
柳
と
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
の
思
索
の
類
似
を
繕
り
合
わ
せ
て
み
た
。
両
者
に
お
い
て
唯
一
著
し
く
対
照
を
な
す
違
い
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
柳
に
は
日
本
仏
教
に
特
有
の
「
諦
念
」
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
二
ー
チ
エ
の
「
超

人
」
志
向
、
「
力
へ
の
音
恙
」
と
は
対
極
と
映
る
。
と
は
い
ぇ
A
K
C
は
「
イ
ン
ド
女
性
の
地
位
」
で
「
自
我
肯
定
ゆ
如
0
,
山
誘
ゆ
三
C
=

は
本
来
の
<
白
己
>
m
ゆ
一
{
実
現
の
た
め
の
王
道
で
は
あ
り
え
な
い
」
(
易
一
墨
と
釘
を
さ
す
。
な
ぜ
な
ら
「
空
虚
」
な
命
、
生
死
の

淵
に
お
い
て
「
我
々
に
と
り
最
善
の
も
の
は
、
自
ず
と
手
に
入
る
。
だ
が
も
し

そ
れ
を
力
づ
く
で
手
に
入
れ
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
永
遠
に
我
々
の
手
か
ら

滑
り
抜
け
る
」
の
だ
か
ら
、
と
(
易
、
m
号
ミ
・
「
お
の
づ
か
ら
」
一
巨
)
。

「
シ
ヴ
ァ
神
の
踊
り
」
(
図
7
)
で
A
K
C
は
さ
ら
に
こ
う
述
べ
る
。
「
シ
ヴ
ァ

は
破
壊
者
で
あ
り
、
燃
え
る
大
地
を
好
む
」
(
易
一
含
)
と
。
そ
の
脚
注
に
は
陶

磁
職
人
の
諺
と
し
て
、
こ
う
あ
る
。
「
汝
の
魂
や
他
の
者
た
ち
の
魂
の
た
め
に

場
所
§
ヨ
を
あ
け
よ
。
破
壊
せ
よ
、
な
ぜ
な
ら
お
よ
そ
創
造
は
破
壊
か
ら
発

す
る
の
だ
か
ら
。
お
よ
そ
建
設
は
残
骸
か
ら
な
さ
れ
、
世
界
の
何
も
の
も
形
骸

六
士
か
ら
作
っ
た
器
を
め
ぐ
る
思
索

炎の試練
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す
「
場
所
」
§
ヨ
を
保
証
す
る
。

『
茶
の
本
』
で
岡
倉
覚
三
は
空
虚
の
大
切
さ
を
纓
説
し
た
。
空
虚
は
す
べ
て
を
{
百
し

う
る
か
ら
こ
そ
全
能
の
潜
性
を
秘
め
て
い
る
。
空
虚
な
く
し
て
運
動
は
あ
り
え
な
い
0

図

自
ら
を
空
に
出
来
る
者
だ
け
が
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
へ
と
対
処
で
き
る
、
と
(
一
ゆ
冬
＼
一
磐

ゞ
)
。
「
シ
ヴ
ァ
の
踊
り
」
に
見
え
る
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
の
破
壊
へ
の
誘
い
と
、
岡
倉
覚
三
の
「
空
虚
」
へ
の
誘
、
と
0
 
そ
の
両
者

の
<
あ
い
だ
>
に
こ
そ
、
両
者
の
隔
た
り
に
架
橋
す
る
契
機
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
い
か
0

第
一
次
世
界
大
戦
の
惨
禍
を
眼
に
し

た
A
K
C
が
「
欧
州
の
若
き
精
悍
さ
と
東
洋
の
老
い
の
静
寂
さ
」
合
即
翫
)
と
の
<
あ
、
だ
>
を
「
結
び
つ
け
る
」
必
訣
を
探
そ

う
と
し
た
の
と
同
様
に
。
こ
の
文
脈
で
朝
鮮
陶
磁
研
究
の
草
分
け
、
浅
川
巧
を
召
喚
し
た
い
0

浅
川
巧
(
一
八
九
一
1
一

九
三
こ
は
柳
宗
悦
を
朝
鮮
陶
磁
研
究
に
誘
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
シ
ン
と
名
乗
る
イ
ン
ド
人

と
収
ま
っ
た
写
真
が
あ
る

(
図
8
)
。
照
影
に
は
一
九
二
0
年
八
月
一
三
日
の
日
付
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
0
 
シ
ン
と
r
J
と
の
あ
、
、
こ

に
は
朝
鮮
白
磁
の
大
壺
が
置
か
れ
て
い
る

柳
ら
が
催
し
た
朝
鮮
民
族
美
術
展
で
も
展
尓
の
中
、
心
に
据
え
ら
れ
た
著
名
な
品
で
あ
り
、

現
で
は
大
阪
の
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
白
い
タ
ー
、
、
ン
を
噴
に
巻
、
こ
人
物
は
、
近
年
、
頁

で
し
か
な
い
。
そ
し
て
形
骸
は
永
遠
に
破
壊
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
汝
が
そ
こ
か
ら
飲

む
椀
を
叩
き
割
れ
」
日
即
誕
言
一
&
)
と
。
陶
工
が
土
塊
か
ら
作
っ
た
器
は
最
後
に
は

割
れ
る
も
の
だ
が
、
人
々
の
命
と
て
も
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
燃
烈
な
る
破
壊
の

命
令
は
、
岡
倉
覚
三
が
『
茶
の
本
』
で
賞
賛
し
た
「
ひ
と
椀
の
人
問
性
」
N
容
勺
又

冨
ヨ
登
q
を
湛
え
る
茶
碗
(
岩
暴
＼
一
§
一
'
中
)
と
は
、
な
ん
と
隔
た
っ
て
み
ぇ
る
こ
と

0
 
、
こ
ら
の
、
査
で
、
グ
ル
チ
ャ
一
フ
ン
・
、
ン
ン
一
八
九
六
1
 
一
九
九
濯
一
以
下
G
S
)
と
司
明
し
た
イ
ン
ド
こ
お
け
る
ス
タ
ジ
オ

ポ
タ
リ
ー
の
草
分
け
で
あ
る
0
 
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
大
学
で
地
学
を
専
攻
し
た
の
ち
、
陶
磁
の
徒
弟
修
業
を
積
む
0

ア
ム
リ
ッ
ト
サ
ル
虐
殺
の
発
生
し
た
一
九
一
九
年
に
来
日
し
て
東
京
高
等
工
業
学
校
に
籍
を
置
い
た
こ
と
も
、
分
か
っ
て
き
た
。
彼

が
英
国
で
は
な
く
日
本
を
留
学
先
に
選
ん
だ
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

シ
ー
ク
教
徒
で
あ
っ
た
G
S
が
虐
殺
事
件
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
彼
が
朝
鮮
の
三
・
一
事

件
に
無
関
心
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
得
ま
い
。
柳
は
一
九
二
0
年
十
月
三
一
日
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
宛
の
書
簡
で
「
朝
鮮
問
題
」

に
言
及
し
て
い
る
(
柳
一
九
八
九
一
亘
.
N
=
一
露
)
。
椀
曲
な
表
現
は
検
閲
を
考
慮
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
ひ
と
り
の
イ

ン
ド
人
仂
ヨ
容
が
会
話
に
加
わ
っ
た
事
実
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
チ
ャ
ラ
ン
・
シ
ン
以
外
で
は
あ
り
え
な
い
。
ニ
ニ
年
に
帰

国
し
た
G
S
は
柳
が
朝
鮮
民
族
美
術
館
を
創
設
し
た
お
り
、
け
っ
し
て
裕
福
で
も
な
い
な
か
で
、
金
壱
百
円
と
い
う
、
個
人
献
金
と

し
て
は
最
高
額
と
な
る
、
破
格
に
近
い
献
金
を
イ
ン
ド
か
ら
送
金
し
て
い
る
(
橋
本
二
0
一
五
)
。

東
京
滞
在
中
、
 
G
S
は
同
じ
く
イ
ン
ド
か
ら
来
日
し
た
詩
人
、
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
カ
ズ
ン
ズ
の
愆
通
も
あ
り
、
神
智
学
協
会
に
参
加

し
て
い
る
。
カ
ズ
ン
ズ
は
英
字
新
聞
＼
§
魯
山
§
§
.
ミ
に
寄
稿
し
た
ひ
と
つ
の
詩
「
実
現
1
あ
る
陶
の
藝
術
家
へ
」
(
一
九
一
九
年

七
月
二
二
日
付
)
で
、
陶
磁
製
造
を
賞
賛
し
て
い
る
お
号
一
易
邑
中
)
。
日
く
1
聖
書
に
ょ
れ
ば
神
は
士
塊
か
ら
人
を
創
造
し
た
。
被

造
物
は
す
べ
て
死
し
て
士
に
還
る
。
陶
工
は
そ
う
と
は
意
識
す
る
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
と
同
じ
輪
廻
転
生
の
技
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
陶
工
の
仕
事
は
こ
の
世
で
最
も
崇
高
だ
と
は
言
え
ま
い
か
。
成
形
と
破
壊
の
円
環
は
ま
た
、
聖
書
の
創
世
記
を
も
想
起
さ

せ
る
。
士
塊
は
魂
の
入
れ
物
で
も
あ
れ
ば
、
魂
を
含
む
た
め
の
素
材
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
時
代
か
ら
時
代
へ
と
変
成
を
遂
げ

る
。
こ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
は
手
に
手
を
取
り
、
神
聖
な
る
創
造
を
寿
い
で
い
る
・
:
と
。

こ
の
詩
を
託
さ
れ
た
習
牙
一
冒
ら
一
選
は
、
他
な
ら
ぬ
G
S
そ
の
人
。
カ
ズ
ン
ズ
は
G
S
の
日
本
で
の
作
陶
を
高
く
評
価
し
、
そ

こ
に
陶
磁
制
作
に
お
け
る
イ
ン
ド
と
朝
鮮
・
日
本
の
総
合
を
見
出
し
て
い
た
。
 
G
S
は
特
高
警
察
や
内
務
省
の
観
察
下
に
置
か
れ
つ

ι
:
 
1
F
 
才
而
オ
カ
ー
ナ
く
し
,
、
 
1
牙
を

よ
さ
な
い
。
そ
し
て
器
に
穿
た
れ
た
空
虚
ぐ
N
容
仁
昌
,
ぐ
0
区
こ
そ
が
、
そ
こ
に
魂
を
{
百

0
 
、
、
、
、
、
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つ
も
、
瀬
戸
で
作
陶
に
打
ち
込
み
、
我
楽
多
宗
を
自
称
す
る
好
き
者
集
団
に
も
仲
間
と
し
て
遇
さ
れ
、
「
鷲
龍
寺
獅
子
梵
利
シ
ン
グ
」

な
ど
と
い
う
名
前
ま
で
頂
戴
し
て
い
た
(
橋
本
二
0
一
五
)
。

「
シ
ヴ
ァ
神
の
踊
り
」
で
A
K
C
は
「
ウ
ン
マ
イ
・
ヴ
ィ
ラ
カ
ム
」
か
ら
こ
う
引
用
す
る
。
「
(
過
去
現
在
未
来
)
の
三
世
の
煩
悩
を

断
ち
切
る
沈
黙
の
聖
者
た
ち
は
、
お
の
が
「
己
」
を
滅
す
る
と
こ
ろ
に
立
脚
す
る
。
そ
こ
で
彼
ら
は
聖
な
る
も
の
を
眼
に
し
、
祝
福

に
満
た
さ
れ
る
」
(
易
一
語
)
と
。
解
脱
は
自
己
滅
却
な
く
し
て
は
成
就
し
な
い
。
シ
ヴ
ァ
神
の
踊
り
は
破
壊
の
炎
。
「
自
我
が
破
壊

さ
れ
た
場
所
こ
そ
が
、
迷
妄
も
事
象
も
焼
き
尽
く
さ
れ
る
状
態
を
意
味
す
る
。
そ
れ
が
火
葬
、
ス
リ
・
ナ
タ
ラ
ー
ジ
ャ
が
躍
る
、
燃

え
る
大
地
」
。
さ
ら
に
「
テ
ィ
ル
ヴ
ァ
ー
タ
ヴ
ラ
ー
ル
・
プ
ラ
ー
ナ
ム
」
も
こ
う
伝
え
る
。
「
我
ら
が
主
は
踊
り
手
な
り
。
薪
に
籠
っ

た
熱
と
同
じ
く
、
彼
は
そ
の
力
を
物
心
の
う
ち
に
伝
え
、
今
度
は
そ
れ
ら
を
躍
ら
せ
る
」
合
m
一
器
)
と
。
こ
れ
ら
の
聖
句
に
沿
え
て

A
K
C
は
欧
州
中
世
の
神
秘
家
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
言
葉
を
呼
び
覚
ま
す
。
「
炎
は
乾
い
た
木
材
に
精
髄
と
清
澄
さ

と
を
注
ぎ
込
む
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
神
も
ま
た
人
に
為
す
」
日
m
一
詔
)
と
。

こ
れ
は
ま
た
陶
工
の
窯
の
比
喩
で
も
あ
る
。
焔
の
精
髄
の
洗
礼
を
浴
び
、
士
塊
は
堅
い
器
の
形
状
を
帯
び
て
成
形
さ
れ
る
。
真
言

の
学
僧
、
岡
本
貫
瑩
(
一
八
九
九
1
一
九
四
△
は
そ
の
(
今
日
で
は
忘
れ
ら
れ
た
)
名
著
『
印
度
美
術
の
主
調
と
表
現
』
(
岡
本
一
九
三
二

/
一
九
四
三
一
易
N
)
(
図
9
)
で
、
 
A
K
C
が
引
用
し
た
こ
の
箇
所
に
触
れ
、
そ
こ
に
明
ら
か
な
二
ー
チ
チ
王
義
の
響
き
を
聞
き
取
り
、

そ
れ
は
世
界
を
「
悲
観
主
義
と
楽
観
主
義
と
を
同
時
に
打
ち
越
し
た
」
彼
方
へ
と
開
き
、
そ
こ
に
は
「
破
壊
を
経
て
永
遠
に
変
わ
る

物
質
の
喜
び
」
が
あ
る
、
と
解
説
す
る
。
先
立
つ
章
で
も
岡
本
は
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
か
ら
引
用
し
、
戦
い
に
臨
ん
で
逵
巡
す
る

ア
ル
ジ
ユ
ナ
に
対
す
る
ク
リ
シ
ユ
ナ
の
有
名
な
中
嵳
口
に
言
及
す
る
。
日
く
「
汝
が
仕
事
に
専
心
し
、
そ
れ
が
務
す
結
果
に
心
を
悩
ま

す
こ
と
な
か
れ
0
 
不
作
あ
の
誘
惑
に
屈
す
る
こ
と
な
か
れ
な
ん
と
な
れ
ぱ
、
内
な
る
解
脱
を
成
就
す
る
ほ
ど
の
者
ど
も
に
は
、
も

七
シ
ヴ
ァ
神
の
踊
り
、
あ
る
い
は
焼
窯
の
な
か
の
陶
士

は
や
・
も
一
も
弥
在
し
な
、
が
ゆ
え
に
」
本
"
一
墨
 
0
[
ノ
一
一
'
住
二
"
即
ン
ズ
m

一
中
一
一
易
ゆ
)
(
図
円
)
と
0
 
い
、
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
二
ー
チ
エ
が
善
恕

の
彼
岸
」
で
暗
に
依
拠
し
た
イ
ン
ド
の
古
典
に
他
な
ら
な
い
含
ヴ
ェ
デ
ィ
タ

の
遺
著
で
は
、
検
閲
を
厭
っ
て
か
、
翻
沢
は
こ
の
直
前
の
箇
所
ま
で
)
。

A
K
C
は
「
シ
ヴ
ァ
祁
の
踊
り
」
で
、
牙
ゆ
芽
ゆ
乏
豆
今
、
合
曾
兇
m
、
=
又

.
ル
ゆ
旨
C
气
、
(
易
禽
)
と
も
記
し
て
い
た
。
岡
本
は
こ
れ
を
敷
衍
し
て
「
彼

の
踏
む
旋
律
は
、
吾
々
の
魂
か
ら
永
劫
の
幻
を
打
消
し
て
、
吾
々
を
真
実
の

世
界
に
送
る
。
而
し
て
又
吾
々
の
魂
に
、
不
滅
の
燈
火
を
点
す
の
で
あ
る
」

(
冨
)
と
語
る
。
 
A
K
C
も
言
及
す
る
と
お
り
、
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
ス
ク
リ

ヤ
ー
ビ
ン
は
こ
れ
に
感
化
を
得
て
こ
う
^
詞
し
た
。
「
汎
ろ
い
^
き
な
炎

(
冨
N
冨
,
旦
§
)
に
ょ
っ
て
、
{
于
{
由
(
m
"
ヨ
器
岳
)
は
押
し
包
ま
れ
/
精
神
は

最
高
の
存
在
に
在
り
/
而
し
て
聖
霊
は
、
自
由
意
志
の
浄
き
力
冨
邑
の

絶
え
る
こ
と
な
き
湖
を
感
知
す
る
」
合
即
語
・
誘
一
岡
本
一
亘
と
。

い
さ
さ
か
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
柳
宗
悦
も
朝
鮮
の
三
島
手
(
粉
粧
青
沙
)

の
絵
付
け
の
「
刷
毛
目
」
に
触
れ
た
文
章
で
、
こ
う
回
想
し
て
い
た
。
「
こ

れ
ら
は
生
命
の
鼓
動
で
あ
り
、
吹
く
風
の
自
然
の
旋
律
を
、
ゆ
く
河
の
流
れ

を
、
空
へ
と
立
ち
昇
る
雲
を
、
思
い
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
自
然
界
の
生
命
の

直
戡
な
表
明
で
あ
り
、
器
を
作
っ
た
人
々
に
ょ
っ
て
生
き
ら
れ
、
そ
れ
ら
の

器
が
自
然
と
の
調
和
の
う
ち
に
、
そ
の
な
か
で
立
ち
上
が
り
横
た
わ
る
平
穏

炎の試練:反植民地主義思想の往還

図10

《アルジュナに教えるクリシュナ> スレ

ンドロナート・カール

"Krishna instructing Arjune," By
Surendra Nath Kar,in lvlyths of Hindus

& Buddhists,1913, P.188

インドラ網

256

岡本貫瑩印度美術の主調と表現」畝傍
書房1943 (箱と表紙),

Okamoto Kan'ei,/nd治n Alt,1ts
Dominants and Expressions, unebi
Shobo,1943,
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